
時
代
を
編
む

と  

　
　
　
　

    

き
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「
楠
公
祭
」を
主
宰
し
、尊
王
派
の
グ
ル
ー

プ「
義
祭
同
盟
」を
結
成
し
ま
し
た
。義
祭

同
盟
参
加
者
に
は
、天
皇
を
中
心
と
し
た

政
治
体
制
下
の
律
令
の
知
識
を
教
授
し
、

尊
王
倒
幕
を
主
張
。実
弟
の
副
島
を
京
都

に
送
り
、尊
王
攘
夷
派

公
家
に「
朝
廷
が
政
権

を
担
う
べ
き
」と
の
持

論
を
伝
え
て
い
ま
す
。

幕
府
の
権
威
は
揺
ら

ぎ
、枝
吉
の
言
動
に
も

注
目
が
集
ま
り
ま
し

た
が
、１
８
６
２
年
、

コ
レ
ラ
に
感
染
し
た

妻
を
看
病
し
、自
ら
も

感
染
。妻
を
追
う
よ
う

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

大
政
奉
還
の
５
年
前

で
し
た
。

１
８
４
４
年
か
ら
全
国
の
秀
才
が
集
ま

る
江
戸
幕
府
の
学
問
所「
昌
平
黌
」に
学

び
ま
し
た
。記
憶
力
が
抜
群
で
、目
に
し

た
も
の
は
す
べ
て
記
憶
し
た
と
も
い
わ

れ
て
い
て
、昌
平
黌
の
書
生
寮
の
中
で
も

優
秀
で
人
望
あ
る
者
が
選
ば
れ
る「
舎

長
」を
務
め
ま
し
た
。身
長
６
尺（
約
１
８

０
㎝
）ほ
ど
の
立
派
な
体
格
と
１
日
に
20

里（
約
80
㎞
）歩
く
と
い
う
健
脚
の
持
ち
主

で
、富
士
山
に
下
駄
履
き
で
登
山
し
た
と

い
う
逸
話
も
あ
り
ま
す
。

　
１
８
４
９
年
に
帰
藩
す
る
と
、弘
道
館

教
諭
な
ど
に
就
き
ま
し
た
。朱
子
学
を
軸

と
し
た
弘
道
館
に
、国
典
に
学
ぶ
歴
史
学

を
推
奨
。ま
た
、父
・
南
濠
が
唱
え
た「
日

本
一
君
論
」を
発
展
さ
せ
、「
君
主
は
天
皇

た
だ
一
人
。そ
の
ほ
か
に
君
臣
関
係
は
成

立
し
な
い
」な
ど
と
尊
王
思
想
を
説
き
ま

し
た
。

　
１
８
５
０
年
に
は「
忠
孝
」具
現
の
象

徴
と
さ
れ
た
楠
木
正
成
父
子
像
を
祭
る

　
水
戸
の
藤
田
東
湖
と
と
も
に「
東
西
の

二
傑
」と
称
さ
れ
た
枝
吉
。１
８
５
０
年

に
佐
賀
を
訪
れ
た
吉
田
松
陰
は
彼
を「
奇

男
子
」と
評
し
て
い
ま
す
。義
祭
同
盟
は

討
幕
運
動
に
加
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

枝
吉
が
律
令
を
は
じ

め
と
す
る
法
律
や
政

治
の
知
識
を
授
け
た

大
隈
重
信
、江
藤
新

平
、大
木
喬
任
、島
義

勇
ら
が
、明
治
維
新
に

伴
う
国
家
の
仕
組
み

作
り
に
活
躍
し
ま
す
。

枝
吉
の
思
想
が
明
治

時
代
の
近
代
化
に
影

響
を
及
ぼ
し
た
の
で

す
。

　
江
戸
時
代
末
期
に
尊
王
論
を
唱
え
る

な
ど
し
て
、佐
賀
藩
の
有
志
た
ち
の
精
神

的
支
柱
で
も
あ
っ
た
枝
吉
神
陽
。門
下
生

の
多
く
が
明
治
維
新
の
近
代
化
で
活
躍

し
た
こ
と
か
ら〝
佐
賀
の
吉
田
松
陰
〞と

も
称
え
ら
れ
ま
す
。

　
枝
吉
は
、藩
校
弘
道
館
教
諭
を
務
め
た

枝
吉
南
濠
の
長
男
と
し
て
佐
賀
城
下
鬼

丸
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。明
治
政
府
で
外

務
卿
な
ど
を
務
め
た
副
島
種
臣
は
実
弟

で
す
。神
童
と
呼
ば
れ
、弘
道
館
を
経
て
、

佐賀城南堀に面した、かつて枝吉家の屋敷
があった場所。弟の副島種臣もここで生ま
れている。現在は佐賀県社会福祉会館の駐
車場となっており、功績を記した案内板な
どがある。

鍋島家の菩提寺であり、枝吉神陽の墓が
ある。枝吉と副島種臣の遺徳碑も並ぶ。

佐賀 温故知新 かわら版

ゆかりの場所

高傳寺
こう  でん  じ

枝吉 神陽
生誕地

枝吉神陽（1822～1862年）

（
協
力
・
佐
賀
新
聞
社
）

佐賀市鬼丸町

場所

佐賀市本庄町

場所

「
佐
賀
の
吉
田
松
陰
」と
称
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　枝
吉
神
陽

し
ん
よ
う

え
だ
よ
し

龍造寺八幡宮に伝わる義祭同盟の連名帳（龍造寺八幡宮蔵）

枝吉神陽銅像（佐賀市）

し
ょ
う
い
ん

だ

よ
し

え
だ

な
ん
ご
う

よ
し

お
み

そ
え
じ
ま

た
ね

し
ょ
う 

へい   

こ
う

く
す
の
き

ま
さ
し
げ

な
ん
こ
う
さ
い

ぎ   

さ
い  

ど
う 

め
い

ふ
じ

と
う
こ

た

し
ま

よ
し

た
け

お
お

た
か
と
う

き

え

と
う

し
ん

ぺい
お
お

し
げ
の
ぶ

く
ま
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Catalog Pocket県民だより 『さががすき。』

スマートフォン・タブレット版
無料アプリ

ダウンロード後、アプリ内で
「さががすき」を検索。

外国語自動翻訳や音声
読み上げ機能が加わり、
バージョンアップ！

iOSの方

Androidの方

県立文化施設 イベントスケジュール
施設名 6 月 7 月上旬

九州陶磁
文化館
☎0955（43）3681
（有田町）

休館日

名護屋城
博物館
☎0955（82）4906
（唐津市）

毎週月曜日（祝日・休日のときは翌日）。佐賀城本丸歴史館は、無休。
図書館は、6月24日（水）休館 ※毎月最終水曜日
公文書館は毎週月曜日

宇宙科学館
☎0954（20）1666
（武雄市）
※要観覧料

テーマ展 「螺鈿と蒔絵」

博物館
美術館
☎0952（24）3947
（佐賀市）
維新博メモリアル展示
“幕末維新記念館”

維新博メモリアル展示 “弘道館”

7/12（日）まで

6/19（金）～8/16（日）

開館40周年記念・寄贈記念
特別企画展 
髙取家コレクション

灰釉彫文茶碗
銘 玄海
県重要文化財

さがヲほる
ー佐賀県発掘成果速報2020ー

6/16（火）～7/18（土）

6/13（土） 

新企画！宇宙ミニ教室　※毎月第2土曜日
「スペース・ミッション  ファースト・ステップ」

6/21（日） 
天文教室「部分日食観察会」

佐賀城本丸
歴史館
☎0952（41）7550
（佐賀市）
維新博メモリアル展示

“弘道館”

螺鈿雲龍円文衣裳函

佐賀市高畠古墳出土 三叉鍬

6/21（日） 13：30～15：00

なごや歴史講座
「昭和期の玄海捕鯨」

佐賀を代表するトップチームの試合を紹介！

サガン鳥栖 検索

佐賀県プロサッカー振興協議会
☎0942（81）5290
詳しくは 

場所／駅前不動産スタジアム
6月20日［土］  19：00～   VS 浦和レッズ
7月  1日［水］  19：00～   VS FC東京
7月  5日［日］  18：00～   VS サンフレッチェ広島

Jリーグホームゲーム
サガン鳥栖

さがスポ
インフォメーション

人　口

世帯数

男：383,383人 女：426,337人
809,720人（前月比2,737人減）

314,102世帯（前月比407世帯増）

佐賀県の推計人口
令和２年４月１日現在

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により
　変更となる場合があります

広報広聴課  ☎0952（25）7351
佐賀県  パブコメ 検索

詳しくは 

［ 6月頃（予定） ］
▶ 「佐賀県漁業調整規則の全部改正（案）」

［ 6月中旬～7月中旬 ］
▶ 「佐賀県個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例を一部改正する条
例（案）」

6月実施 パブリック・コメント
ご意見をお寄せください

詳しくは 健康増進課  ☎0952（25）7074

熱中症は気温がそれほど高くない日でも、湿度が高
く、風が弱い日や、体が暑さに慣れていない時には
特に注意が必要です。

熱中症は予防が大切です

・こまめな水分補給
・たくさん汗をかいたら塩分
も補給
・外出時には涼しい服装や日
傘、帽子を着用
・室内ではエアコンや扇風機
を適度に活用

熱中症を防ぐポイント

食中毒を防ぐポイント

アニサキスとは、サバやアジなどに見ら
れる約2～3cmで白色糸状の寄生虫で
す。アニサキスが寄生した魚介類を食べ
ることで食中毒を引き起こします。

アニサキスによる食中毒に
注意しましょう

・魚は鮮度の良いものを選び、速やかに内臓
を除去する。
・－20℃で24時間以上冷凍する。
・アニサキスを見つけたら除去し、充分に加熱
調理する。

詳しくは 生活衛生課  ☎0952（25）7077
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